
委
員
意
見
等
に
対
す
る
事
業
者
見
解

N
o

委
員
名

頁
意
見

事
業
者
見
解

1
吉

田
専

門
調

査
員

断
層

周
辺

は
水

平
ボ

ー
リ

ン
グ

中
に

湧
水

が
出

る
可

能
性

が
高

い
た

め
、

な
ぜ

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
を

開
始

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

と
技

術
的

に
判

断
し

た
の

か
説

明
さ

れ
た

い
。

こ
れ

ま
で

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
、

地
下

水
位

や
地

盤
沈

下
の

状
況

、
水

理
モ

デ
ル

と
の

整
合

状
況

等
を

踏
ま

え
、

ど
の

よ
う

な
技

術
的

判
断

に
基

づ
き

、
先

進
ボ

ー
リ

ン
グ

を
行

う
段

階
に

至
っ

た
の

か
示

さ
れ

た
い

。

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
は

地
下

水
位

低
下

に
至

っ
た

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

や
再

発
防

止
の

検
討

に
必

要
な

デ
ー

タ
を

取
得

す
る

た
め

に
必

要
な

調
査

で
あ

る
。

元
々

盆
地

到
達

の
前

段
で

行
う

計
画

で
あ

り
、

一
般

的
に

も
ト

ン
ネ

ル
工

事
に

お
い

て
数

多
く

実
施

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

。
今

回
は

、
バ

ル
ブ

の
閉

塞
や

ケ
ー

シ
ン

グ
の

残
置

に
よ

り
湧

水
を

極
力

低
減

で
き

る
施

工
方

法
を

採
用

し
、

観
測

体
制

や
異

常
時

の
対

応
フ

ロ
ー

を
整

理
や

生
活

水
を

確
保

し
た

事
で

地
域

へ
の

説
明

も
完

了
し

た
た

め
、

必
要

な
調

査
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
あ

り
、

調
査

に
あ

た
っ

て
は

計
画

・
対

応
フ

ロ
ー

に
基

づ
き

慎
重

に
行

う
。

2
吉

田
専

門
調

査
員

現
在

ま
で

に
得

ら
れ

て
い

る
観

測
デ

ー
タ

を
踏

ま
え

、
地

盤
沈

下
の

進
行

状
況

及
び

今
後

の
見

込
み

に
つ

い
て

説
明

さ
れ

た
い

。
堆

積
層

の
厚

さ
、

含
水

状
態

等
の

把
握

状
況

を
踏

ま
え

、
地

盤
沈

下
が

今
後

ど
の

よ
う

に
推

移
す

る
と

考
え

て
い

る
の

か
見

解
を

示
さ

れ
た

い
。

今
後

の
地

表
面

低
下

量
の

予
測

に
つ

い
て

は
、

令
和

７
年

度
岐

阜
県

環
境

影
響

評
価

審
査

会
地

盤
委

員
会

（
第

１
回

）
の

説
明

資
料

２
（

p
.
2
4
）

に
記

載
の

通
り

で
あ

り
、

地
表

面
低

下
の

進
行

状
況

に
つ

い
て

は
そ

の
想

定
（

想
定

し
た

時
点

か
ら

さ
ら

に
約

２
～

３
倍

の
沈

下
量

）
の

範
囲

内
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

な
お

、
地

表
面

低
下

の
進

行
状

況
に

つ
い

て
は

当
社

の
H
P
に

「
地

表
面

計
測

結
果

」
と

し
て

公
開

し
て

い
る

。

3
大

谷
委

員
長

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
は

そ
の

後
の

ト
ン

ネ
ル

掘
削

で
生

じ
る

と
予

想
さ

れ
る

現
象

を
前

も
っ

て
把

握
す

る
目

的
で

あ
る

が
、

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
を

北
側

と
南

側
に

５
度

ず
ら

す
理

由
を

説
明

さ
れ

た
い

。
ま

た
、

ト
ン

ネ
ル

の
掘

進
方

向
と

平
行

に
水

平
ボ

ー
リ

ン
グ

を
実

施
し

な
い

理
由

を
説

明
さ

れ
た

い
。

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
に

よ
る

孔
が

、
ト

ン
ネ

ル
計

画
断

面
の

中
に

残
置

さ
れ

る
と

、
ト

ン
ネ

ル
掘

削
時

に
水

み
ち

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

地
下

水
へ

の
影

響
を

考
慮

し
、

今
回

の
計

画
で

は
距

離
を

と
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
ト

ン
ネ

ル
中

心
線

と
ほ

ぼ
平

行
に

削
孔

し
た

場
合

も
、

自
然

な
孔

曲
が

り
に

よ
っ

て
計

画
ト

ン
ネ

ル
断

面
へ

接
近

又
は

交
差

す
る

恐
れ

が
あ

る
。

他
工

区
等

で
の

施
工

実
績

等
を

踏
ま

え
、

ト
ン

ネ
ル

と
の

交
差

を
避

け
つ

つ
、

計
画

線
近

傍
の

地
山

状
況

を
把

握
で

き
る

角
度

と
し

て
、

北
側

及
び

南
側

と
も

ト
ン

ネ
ル

軸
か

ら
5
度

ず
ら

す
計

画
と

し
た

。

4
大

谷
委

員
長

な
ぜ

、
北

側
の

掘
削

長
を

南
側

よ
り

短
く

す
る

の
か

理
由

を
説

明
さ

れ
た

い
。

北
側

ボ
ー

リ
ン

グ
の

調
査

内
容

が
限

定
さ

れ
る

中
で

、
現

計
画

に
よ

っ
て

必
要

な
調

査
精

度
が

確
保

で
き

る
と

判
断

し
た

根
拠

を
示

さ
れ

た
い

。

5
竹

中
委

員
水

平
ボ

ー
リ

ン
グ

を
南

側
4
0
0
m
、

北
側

2
0
0
m
の

2
本

と
し

た
理

由
を

説
明

さ
れ

た
い

。

6
竹

中
委

員
２

本
の

ボ
ー

リ
ン

グ
に

よ
っ

て
対

象
区

域
の

地
質

状
況

や
断

層
帯

の
状

況
を

把
握

で
き

る
と

考
え

る
根

拠
に

つ
い

て
説

明
さ

れ
た

い
。

7
竹

中
委

員
本

計
画

に
よ

り
取

得
さ

れ
る

デ
ー

タ
が

対
象

区
域

の
状

況
を

代
表

す
る

も
の

と
判

断
し

た
理

由
に

つ
い

て
説

明
さ

れ
た

い
。

他
工

区
に

お
け

る
同

様
の

実
績

が
あ

り
根

拠
と

で
き

る
も

の
が

あ
れ

ば
示

さ
れ

た
い

。

シ
ー

ル
ド

リ
バ

ー
ス

工
法

は
中

央
新

幹
線

工
事

で
も

複
数

の
実

績
が

あ
り

、
岐

阜
県

内
の

工
事

で
は

山
口

工
区

で
採

用
し

て
い

る
。

同
工

区
で

は
、

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
に

よ
る

前
方

の
地

山
や

湧
水

の
状

況
等

の
デ

ー
タ

を
踏

ま
え

て
、

掘
削

工
法

の
検

討
に

活
用

し
た

ほ
か

、
実

際
の

掘
削

で
、

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
で

把
握

し
た

地
山

が
出

現
し

て
お

り
、

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
は

有
用

と
考

え
て

い
る

。
大

湫
で

は
断

層
の

位
置

の
詳

細
や

盆
地

下
の

岩
質

の
確

認
な

ど
今

回
の

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
に

て
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
検

証
と

再
発

防
止

策
の

検
討

は
可

能
と

考
え

て
い

る
。

2 4

南
側

は
、

想
定

断
層

を
横

断
し

、
そ

の
先

の
濃

飛
流

紋
岩

区
間

ま
で

の
地

質
及

び
水

理
状

況
を

連
続

的
に

把
握

す
る

た
め

、
計

画
長

を
約

4
0
0
m
と

し
た

。
北

側
は

、
断

層
の

位
置

、
幅

及
び

破
砕

状
況

を
確

認
す

る
こ

と
を

主
目

的
と

し
て

、
既

往
調

査
で

想
定

し
て

い
る

断
層

位
置

及
び

幅
を

踏
ま

え
て

計
画

長
を

約
2
0
0
m
と

し
た

。
両

孔
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

役
割

を
担

っ
て

お
り

、
南

側
で

断
層

前
後

の
連

続
的

な
変

化
を

把
握

し
、

北
側

で
断

層
の

空
間

的
な

位
置

・
性

状
を

補
完

す
る

こ
と

で
、

必
要

な
調

査
精

度
を

確
保

で
き

る
と

考
え

て
い

る
。

な
お

、
対

象
区

域
の

地
質

や
断

層
帯

の
状

況
は

今
回

実
施

す
る

2
本

の
水

平
ボ

ー
リ

ン
グ

の
結

果
の

み
で

行
う

も
の

で
は

な
く

、
既

往
の

鉛
直

ボ
ー

リ
ン

グ
、

地
表

地
質

調
査

及
び

物
理

探
査

等
の

結
果

と
合

わ
せ

て
総

合
的

に
評

価
す

る
。

1

1

資料３



N
o

委
員
名

頁
意
見

事
業
者
見
解

8
小

島
委

員
南

側
ボ

ー
リ

ン
グ

を
先

行
し

て
実

施
す

る
計

画
と

し
た

理
由

を
説

明
さ

れ
た

い
。

延
長

が
長

い
と

当
然

、
調

査
に

要
す

る
期

間
が

か
か

る
た

め
、

機
材

を
使

用
で

き
る

限
ら

れ
た

期
間

内
で

、
主

要
な

調
査

項
目

を
確

実
に

実
施

す
る

た
め

、
長

い
方

を
先

行
す

る
計

画
と

し
た

。
こ

の
質

問
の

意
図

は
、

北
側

を
先

行
す

べ
き

と
の

意
見

か
。

も
し

く
は

見
解

が
あ

れ
ば

お
聞

き
し

た
い

。

9
小

島
委

員
破

砕
帯

に
お

け
る

透
水

性
に

つ
い

て
地

点
間

の
違

い
を

確
認

す
る

必
要

性
を

ど
の

よ
う

に
検

討
し

た
の

か
説

明
さ

れ
た

い
。

北
側

に
お

い
て

も
透

水
性

調
査

を
実

施
す

る
可

能
性

に
つ

い
て

見
解

を
示

さ
れ

た
い

。

破
砕

帯
の

透
水

性
は

、
開

口
亀

裂
の

発
達

程
度

、
粘

土
化

の
状

況
、

破
砕

帯
幅

及
び

連
続

性
に

よ
っ

て
地

点
に

よ
っ

て
異

な
る

可
能

性
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

南
側

の
測

定
結

果
だ

け
で

北
側

の
透

水
性

を
一

律
に

は
評

価
せ

ず
、

両
孔

に
お

け
る

コ
ア

性
状

、
掘

進
中

の
湧

水
量

、
湧

水
発

生
位

置
及

び
水

圧
の

変
化

を
比

較
す

る
。

北
側

に
つ

い
て

も
、

顕
著

な
湧

水
、

開
口

亀
裂

又
は

破
砕

部
が

確
認

さ
れ

、
南

側
の

調
査

と
異

な
る

傾
向

が
見

ら
れ

た
場

合
に

は
、

孔
内

状
況

及
び

施
工

上
の

安
全

性
を

確
認

し
た

う
え

で
、

湧
水

圧
測

定
等

の
調

査
を

追
加

実
施

す
る

。

1
0

吉
田

専
門

調
査

員
取

得
し

た
ボ

ー
リ

ン
グ

コ
ア

を
用

い
て

、
具

体
的

に
何

を
確

認
し

、
ど

の
よ

う
な

評
価

を
行

う
の

か
説

明
さ

れ
た

い
。

ボ
ー

リ
ン

グ
コ

ア
の

地
質

、
亀

裂
の

状
況

、
断

層
構

造
の

有
無

を
確

認
し

、
既

往
調

査
の

結
果

と
合

わ
せ

て
地

表
面

低
下

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

や
今

後
の

対
策

計
画

へ
の

反
映

、
生

活
影

響
の

回
避

に
向

け
た

再
発

防
止

策
の

検
討

へ
活

用
す

る
。

1
1

吉
田

専
門

調
査

員
断

層
部

等
で

コ
ア

回
収

率
が

低
下

し
た

場
合

に
ど

の
よ

う
な

方
法

で
地

質
状

況
を

把
握

す
る

の
か

説
明

さ
れ

た
い

。

断
層

部
で

も
礫

状
の

岩
片

と
し

て
コ

ア
は

採
取

可
能

で
あ

る
が

、
湧

水
状

況
、

掘
進

速
度

、
施

工
管

理
記

録
等

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

既
往

の
鉛

直
ボ

ー
リ

ン
グ

デ
ー

タ
・

電
気

探
査

と
も

突
合

せ
、

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

検
証

を
行

う
。

1
2

竹
中

委
員

濃
飛

流
紋

岩
区

間
を

掘
削

し
た

際
の

湧
水

に
つ

い
て

、
ヒ

素
や

フ
ッ

素
等

の
自

然
由

来
の

重
金

属
に

つ
い

て
留

意
し

て
調

査
さ

れ
た

い
。

水
質

調
査

結
果

を
ど

の
よ

う
に

リ
ス

ク
管

理
へ

反
映

さ
せ

る
考

え
で

あ
る

の
か

説
明

さ
れ

た
い

。

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
に

よ
る

湧
水

は
、

ト
ン

ネ
ル

湧
水

と
同

様
に

濁
水

処
理

設
備

に
導

水
し

、
自

然
由

来
重

金
属

に
つ

い
て

も
定

期
的

に
確

認
し

、
基

準
値

を
超

過
す

る
場

合
に

は
適

切
に

処
理

を
行

っ
た

う
え

で
排

水
す

る
。

得
ら

れ
た

結
果

は
ボ

ー
リ

ン
グ

孔
や

周
辺

の
河

川
・

井
戸

等
で

実
施

し
た

既
往

の
水

質
調

査
結

果
と

合
わ

せ
て

総
合

的
に

評
価

し
、

リ
ス

ク
管

理
と

し
て

、
生

活
環

境
へ

の
影

響
度

合
い

の
把

握
に

活
用

す
る

。
得

ら
れ

た
結

果
は

ボ
ー

リ
ン

グ
孔

や
周

辺
の

河
川

・
井

戸
等

で
実

施
し

た
既

往
の

水
質

調
査

結
果

と
合

わ
せ

て
総

合
的

に
評

価
し

、
生

活
環

境
へ

の
影

響
度

合
い

を
把

握
す

る
。

1
3

廣
岡

委
員

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
実

施
時

に
、

水
温

、
p
H
、

E
C
を

測
定

す
る

と
し

て
い

る
が

、
以

下
の

点
に

つ
い

て
説

明
さ

れ
た

い
。

・
こ

れ
ら

の
項

目
を

測
定

す
る

目
的

は
何

か
。

・
当

該
測

定
結

果
か

ら
何

を
把

握
し

よ
う

と
し

て
い

る
の

か
。

・
地

表
水

と
の

連
結

性
や

地
下

水
の

流
動

経
路

の
把

握
を

目
的

と
し

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

、
水

温
、

p
H
、

E
C
の

み
で

ど
の

よ
う

な
評

価
が

可
能

と
考

え
て

い
る

の
か

。

水
質

調
査

（
水

温
、

p
H
、

E
C
）

は
主

要
溶

存
イ

オ
ン

の
分

析
の

結
果

と
合

わ
せ

て
、

地
下

水
の

流
動

経
路

や
連

続
性

の
把

握
に

活
用

す
る

。
水

質
調

査
（

水
温

、
p
H
、

E
C
）

は
現

場
で

の
測

定
が

可
能

で
あ

る
た

め
、

地
下

水
性

状
の

連
続

的
な

変
化

傾
向

を
把

握
す

る
目

的
で

実
施

す
る

。
そ

の
変

化
も

見
な

が
ら

、
主

要
溶

存
イ

オ
ン

の
分

析
実

施
し

、
よ

り
詳

細
な

地
下

水
性

状
を

把
握

す
る

。
水

温
、

p
H
、

E
C
の

み
で

地
表

水
と

の
連

結
性

や
地

下
水

の
流

動
経

路
の

把
握

を
行

う
の

で
は

な
く

、
主

要
溶

存
イ

オ
ン

の
分

析
結

果
や

こ
れ

ま
で

他
地

点
で

実
施

し
た

水
質

調
査

の
結

果
も

踏
ま

え
、

総
合

的
に

判
断

す
る

。

4 65
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N
o

委
員
名

頁
意
見

事
業
者
見
解

1
4

廣
岡

委
員

6

資
料

に
記

載
さ

れ
て

い
る

「
水

質
分

析
」

に
つ

い
て

、
以

下
の

点
に

つ
い

て
説

明
さ

れ
た

い
。

・
具

体
的

に
ど

の
項

目
を

分
析

す
る

予
定

な
の

か
。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

分
析

項
目

を
選

定
し

た
理

由
は

何
か

。
・

水
質

分
析

に
よ

っ
て

何
を

確
認

し
よ

う
と

し
て

い
る

の
か

。
・

分
析

対
象

項
目

に
応

じ
た

採
水

方
法

及
び

保
存

方
法

を
ど

の
よ

う
に

考
え

て
い

る
の

か
。

・
採

取
後

の
水

質
変

化
を

防
ぐ

た
め

、
ど

の
よ

う
な

管
理

を
行

う
計

画
か

。

水
温

、
p
H
、

E
C
は

原
則

１
日

１
回

測
定

し
、

湧
水

圧
測

定
の

実
施

箇
所

で
は

主
要

溶
存

イ
オ

ン
分

析
も

実
施

す
る

。
得

ら
れ

た
結

果
は

ボ
ー

リ
ン

グ
孔

や
周

辺
の

河
川

・
井

戸
等

で
実

施
し

た
既

往
の

水
質

調
査

結
果

と
合

わ
せ

て
総

合
的

に
評

価
す

る
。

イ
オ

ン
分

析
用

試
料

の
採

水
時

は
パ

ー
ジ

作
業

を
実

施
し

、
作

業
水

の
混

入
を

可
能

な
限

り
防

止
す

る
。

試
料

を
採

取
後

は
水

質
変

化
を

防
ぐ

た
め

に
、

速
や

か
に

専
門

の
調

査
機

関
に

引
き

渡
す

。

1
5

小
島

委
員

観
測

強
化

と
し

て
観

測
地

点
を

追
加

す
る

計
画

と
し

て
い

る
が

、
観

測
頻

度
を

増
や

す
方

法
で

は
な

く
地

点
追

加
を

優
先

し
た

理
由

に
つ

い
て

説
明

さ
れ

た
い

。

観
測

頻
度

の
増

加
は

各
地

点
の

時
間

変
化

を
詳

細
に

把
握

す
る

上
で

有
効

で
あ

る
一

方
、

既
存

地
点

の
み

で
は

影
響

範
囲

の
広

が
り

や
空

間
的

な
偏

り
を

把
握

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
、

周
辺

の
地

形
条

件
等

を
踏

ま
え

、
ま

ず
観

測
地

点
を

追
加

し
て

面
的

な
監

視
体

制
を

補
完

す
る

。
既

存
観

測
井

は
1
時

間
ご

と
の

自
動

計
測

を
継

続
し

て
い

る
た

め
、

地
点

追
加

と
観

測
頻

度
の

確
保

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
影

響
の

発
生

位
置

と
時

間
変

化
の

双
方

を
確

認
す

る
。

な
お

、
地

点
追

加
が

観
測

頻
度

の
強

化
に

代
わ

る
も

の
と

は
考

え
て

い
な

い
。

1
6

小
島

委
員

異
常

検
知

後
に

観
測

頻
度

を
増

や
す

計
画

と
な

っ
て

い
る

が
、

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
実

施
当

初
か

ら
観

測
頻

度
を

高
め

る
必

要
性

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
検

討
し

た
の

か
説

明
さ

れ
た

い
。

湧
水

量
の

増
加

に
伴

う
水

位
へ

の
影

響
が

最
も

早
く

現
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
観

測
井

に
つ

い
て

は
、

現
状

に
お

い
て

も
1
時

間
毎

の
自

動
計

測
を

実
施

し
て

お
り

、
水

平
ボ

ー
リ

ン
グ

開
始

当
初

か
ら

高
頻

度
で

観
測

す
る

体
制

と
な

っ
て

い
る

。
観

測
井

で
の

異
常

検
知

後
に

、
比

較
的

影
響

が
現

れ
る

ま
で

に
時

間
を

要
す

る
と

考
え

ら
れ

る
河

川
等

で
観

測
頻

度
を

高
め

る
こ

と
に

し
て

い
る

。

1
7

大
谷

委
員

長
8

観
測

結
果

を
代

表
地

点
の

み
公

表
す

る
と

し
た

理
由

を
説

明
さ

れ
た

い
。

代
表

地
点

を
選

定
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

理
由

を
説

明
さ

れ
た

い
。

観
測

地
点

数
が

多
い

た
め

地
下

水
位

の
変

化
傾

向
を

分
か

り
や

す
く

お
示

し
す

る
た

め
、

こ
れ

ま
で

の
観

測
結

果
を

踏
ま

え
て

技
術

的
観

点
か

ら
区

分
し

た
う

え
で

、
代

表
地

点
の

み
の

掲
載

と
す

る
。

必
要

に
応

じ
て

、
他

の
観

測
地

点
に

つ
い

て
も

明
示

す
る

。

1
8

大
谷

委
員

長
観

測
井

水
位

だ
け

で
な

く
、

掘
削

時
に

把
握

可
能

な
湧

水
量

に
つ

い
て

も
リ

ス
ク

管
理

指
標

と
し

て
活

用
で

き
な

い
か

検
討

結
果

を
示

さ
れ

た
い

。

1
9

中
西

委
員

現
在

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
で

異
常

を
十

分
早

期
に

検
知

で
き

る
の

か
検

証
し

、
地

下
水

位
だ

け
で

な
く

、
湧

水
量

や
水

圧
の

変
化

な
ど

、
よ

り
早

期
か

つ
鋭

敏
な

異
常

検
知

に
有

効
な

指
標

の
導

入
や

、
連

続
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

含
む

観
測

頻
度

の
強

化
を

検
討

し
説

明
さ

れ
た

い
。

2
0

吉
田

専
門

調
査

員

観
測

井
の

水
位

変
動

以
外

に
、

湧
水

量
や

掘
削

時
の

状
況

を
ど

の
よ

う
に

リ
ス

ク
管

理
へ

反
映

す
る

の
か

説
明

さ
れ

た
い

。
ま

た
、

現
場

で
異

常
な

湧
水

や
地

質
状

況
が

確
認

さ
れ

た
場

合
に

、
誰

が
ど

の
よ

う
な

基
準

で
掘

削
停

止
等

を
判

断
す

る
の

か
、

具
体

的
な

体
制

を
示

さ
れ

た
い

。

7 1
1

湧
水

量
は

一
部

の
観

測
井

水
位

と
連

動
す

る
傾

向
に

あ
る

こ
と

が
こ

れ
ま

で
の

観
測

デ
ー

タ
か

ら
確

認
さ

れ
て

お
り

、
リ

ス
ク

管
理

に
あ

た
っ

て
は

、
生

活
環

境
へ

の
影

響
を

直
接

把
握

で
き

る
観

測
井

水
位

を
指

標
と

し
て

用
い

る
こ

と
が

適
切

と
考

え
て

い
る

。
な

お
、

現
場

で
特

異
な

湧
水

の
発

生
や

地
質

状
況

が
確

認
さ

れ
た

場
合

に
は

、
そ

れ
ら

の
状

況
に

加
え

、
観

測
井

の
水

位
状

況
も

踏
ま

え
な

が
ら

、
当

社
が

掘
削

停
止

等
の

判
断

を
行

っ
た

う
え

で
、

岐
阜

県
、

瑞
浪

市
及

び
地

元
へ

報
告

を
行

う
。

（
観

測
井

水
位

に
つ

い
て

は
2
0
2
4
年

1
月

か
ら

時
間

ご
と

の
自

動
計

測
を

継
続

し
て

お
り

、
高

頻
度

か
つ

連
続

的
な

監
視

を
行

っ
て

い
る

。
）
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N
o

委
員
名

頁
意
見

事
業
者
見
解

2
1

中
西

委
員

先
進

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
は

、
地

下
水

位
低

下
の

原
因

究
明

や
今

後
の

対
策

を
検

討
す

る
た

め
に

必
要

と
考

え
る

が
、

そ
の

実
施

に
は

細
心

の
リ

ス
ク

管
理

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

現
行

の
「

季
節

変
動

範
囲

の
超

過
」

と
い

う
判

断
基

準
に

つ
い

て
、

削
孔

停
止

の
判

断
す

る
た

め
の

具
体

的
な

異
常

検
知

の
閾

値
を

明
確

に
示

さ
れ

た
い

。

2
2

吉
田

専
門

調
査

員
地

下
水

位
、

湧
水

量
、

地
盤

沈
下

そ
の

他
の

監
視

項
目

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
な

状
態

を
異

常
と

判
断

し
、

ど
の

よ
う

な
対

応
を

行
う

の
か

具
体

的
に

示
さ

れ
た

い
。

2
3

中
西

委
員

先
進

ボ
ー

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

際
の

リ
ス

ク
管

理
に

つ
い

て
、

異
常

を
検

知
し

た
際

に
、

誰
が

判
断

し
、

ど
の

よ
う

な
基

準
で

掘
削

停
止

や
調

査
中

断
を

判
断

す
る

の
か

を
含

め
た

管
理

体
制

を
具

体
的

に
示

さ
れ

た
い

。

2
4

吉
田

専
門

調
査

員
先

進
ボ

ー
リ

ン
グ

実
施

中
の

掘
削

継
続

・
停

止
・

中
止

の
判

断
基

準
に

つ
い

て
説

明
さ

れ
た

い
。

2
5

吉
田

専
門

調
査

員

ボ
ー

リ
ン

グ
実

施
中

の
コ

ア
回

収
状

況
、

湧
水

発
生

状
況

、
断

層
通

過
時

の
状

況
等

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
な

監
視

・
報

告
体

制
を

構
築

す
る

の
か

説
明

さ
れ

た
い

。
ま

た
、

施
工

中
に

異
常

兆
候

が
確

認
さ

れ
た

場
合

の
情

報
共

有
及

び
意

思
決

定
体

制
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
い

。

2
6

吉
田

専
門

調
査

員

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
に

伴
う

湧
出

量
の

増
加

と
地

下
水

位
の

低
下

に
は

タ
イ

ム
ラ

グ
が

あ
る

と
予

想
さ

れ
る

た
め

、
水

位
低

下
を

判
断

基
準

に
す

る
の

で
あ

れ
ば

一
定

長
さ

を
掘

削
し

た
後

に
数

日
間

休
止

し
て

問
題

が
な

け
れ

ば
再

度
掘

削
す

る
な

ど
の

方
法

を
検

討
さ

れ
た

い
。

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
に

伴
い

、
異

常
な

湧
水

が
出

た
場

合
は

、
観

測
井

の
地

下
水

位
に

関
わ

ら
ず

、
削

孔
を

一
旦

停
止

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

た
だ

し
、

湧
水

量
に

閾
値

を
定

め
る

こ
と

は
難

し
く

、
水

位
低

下
の

影
響

を
受

け
や

す
い

の
は

断
層

部
に

お
い

て
は

、
湧

水
量

も
増

加
す

る
と

想
定

し
て

い
る

た
め

、
地

下
水

位
も

注
意

深
く

監
視

し
な

が
ら

判
断

す
る

。

2
7

吉
田

専
門

調
査

員

先
進

ボ
ー

リ
ン

グ
実

施
に

よ
る

地
下

水
位

低
下

や
地

盤
沈

下
の

進
行

可
能

性
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

な
説

明
を

行
っ

て
い

る
の

か
示

さ
れ

た
い

。
ま

た
、

先
進

ボ
ー

リ
ン

グ
に

伴
う

リ
ス

ク
や

異
常

時
の

対
応

方
針

に
つ

い
て

、
住

民
と

ど
の

よ
う

な
認

識
共

有
が

な
さ

れ
て

い
る

の
か

説
明

さ
れ

た
い

。

ボ
ー

リ
ン

グ
実

施
中

の
湧

水
対

策
に

つ
い

て
は

p
.
1
0
に

記
載

の
通

り
で

あ
り

、
9
月

1
4
日

に
実

施
し

た
大

湫
町

説
明

会
で

も
説

明
し

て
い

る
。

地
表

面
低

下
は

圧
密

沈
下

が
進

行
中

で
あ

り
、

予
測

し
た

範
囲

内
で

あ
る

こ
と

を
確

認
お

り
、

急
減

に
加

速
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

な
い

。
な

お
、

異
常

時
に

は
、

p
.
1
1
の

フ
ロ

ー
図

に
基

づ
き

地
元

へ
速

や
か

に
報

告
す

る
。

1
1

地
下

水
位

が
季

節
変

動
の

範
囲

（
下

限
値

：
こ

れ
ま

で
の

観
測

の
観

測
実

績
に

お
け

る
最

低
水

位
）

と
し

た
の

は
、

生
活

へ
の

影
響

を
与

え
る

可
能

性
の

あ
る

水
位

低
下

と
し

て
、

経
験

上
、

最
も

低
下

し
た

時
点

で
も

水
利

用
に

不
便

の
な

い
状

況
・

家
屋

へ
の

応
急

措
置

な
ど

実
施

し
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

閾
値

と
し

た
。

p
.
1
1
の

フ
ロ

ー
に

基
づ

き
対

応
を

行
う

際
は

、
対

象
と

す
る

観
測

井
は

代
表

地
点

と
す

る
も

の
の

、
他

の
観

測
井

に
つ

い
て

も
継

続
的

に
監

視
を

実
施

し
、

季
節

変
動

の
範

囲
を

超
え

る
変

動
を

確
認

し
た

場
合

は
代

表
地

点
の

水
位

状
況

も
踏

ま
え

て
異

常
を

判
断

す
る

。
湧

水
量

は
一

部
の

観
測

井
水

位
と

連
動

す
る

傾
向

が
こ

れ
ま

で
の

観
測

デ
ー

タ
か

ら
確

認
さ

れ
て

い
る

た
め

、
地

下
水

位
を

指
標

と
し

て
異

常
の

有
無

を
判

断
す

る
。

な
お

、
地

表
面

低
下

は
週

１
回

の
観

測
を

基
本

と
し

、
低

下
の

進
行

に
よ

り
家

屋
等

に
影

響
が

み
ら

れ
た

場
合

は
必

要
に

応
じ

て
応

急
措

置
等

を
実

施
す

る
。

＜
観

測
井

の
こ

れ
ま

で
の

最
低

値
（

標
高

）
は

以
下

の
と

お
り

（
代

表
地

点
）

＞
観

測
井

１
：

4
5
9
.
9
5
2
m

観
測

井
２

：
4
3
4
.
0
8
5
m

観
測

井
８

：
4
9
1
.
7
2
7
m

ボ
ー

リ
ン

グ
実

施
中

は
、

湧
水

状
況

、
掘

進
状

況
及

び
掘

進
位

置
を

岐
阜

県
、

瑞
浪

市
及

び
地

元
へ

適
時

報
告

す
る

。
施

工
中

に
異

常
が

確
認

さ
れ

た
場

合
の

対
応

に
つ

い
て

は
p
.
1
1
の

フ
ロ

ー
図

に
記

載
の

通
り

で
あ

る
。

異
常

を
検

知
し

た
際

の
掘

削
停

止
判

断
に

つ
い

て
は

Ｊ
Ｒ

東
海

が
責

任
を

も
っ

て
判

断
す

る
。

4

4



N
o

委
員
名

頁
意
見

事
業
者
見
解

2
8

中
井

委
員

現
在

の
浸

透
流

解
析

モ
デ

ル
の

性
能

を
評

価
す

る
た

め
に

、
ま

ず
は

今
回

実
施

す
る

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
の

計
測

結
果

が
ど

の
程

度
再

現
で

き
る

の
か

を
確

認
し

て
は

ど
う

か
。

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
は

、
p
.
4
に

示
す

通
り

ケ
ー

シ
ン

グ
に

よ
り

湧
水

の
引

き
込

み
を

で
き

る
だ

け
防

ぎ
な

が
ら

実
施

す
る

こ
と

、
ま

た
短

期
間

の
う

ち
に

閉
塞

す
る

も
の

な
の

で
一

定
の

期
間

を
通

じ
て

評
価

を
行

う
浸

透
流

解
析

は
困

難
と

考
え

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
水

平
ボ

ー
リ

ン
グ

結
果

を
モ

デ
ル

の
性

能
評

価
に

活
用

す
る

こ
と

は
考

え
て

い
な

い
が

、
今

後
、

具
体

的
な

方
法

等
に

つ
い

て
専

門
的

な
見

地
か

ら
ご

指
導

い
た

だ
き

た
い

。

2
9

中
井

委
員

現
状

モ
デ

ル
の

再
現

性
能

を
把

握
し

た
う

え
で

、
今

回
新

し
く

得
た

デ
ー

タ
で

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
し

て
モ

デ
ル

の
高

精
度

化
を

進
め

る
の

が
よ

い
。

今
回

の
調

査
結

果
を

元
に

、
解

析
モ

デ
ル

の
修

正
を

行
っ

た
際

は
、

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
い

、
実

現
象

と
の

乖
離

が
な

い
か

確
認

し
て

ま
い

る
。

具
体

的
な

方
策

を
お

示
し

い
た

だ
い

た
こ

と
に

感
謝

申
し

上
げ

る
。

3
0

小
島

委
員

現
在

の
浸

透
流

解
析

モ
デ

ル
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

な
課

題
や

不
確

実
性

が
残

っ
て

い
る

の
か

説
明

さ
れ

た
い

。

3
1

小
島

委
員

水
平

ボ
ー

リ
ン

グ
に

よ
っ

て
取

得
す

る
透

水
係

数
、

地
層

構
造

、
断

層
情

報
等

が
、

現
状

モ
デ

ル
の

ど
の

部
分

を
改

善
す

る
た

め
に

必
要

な
情

報
で

あ
る

の
か

整
理

し
て

説
明

さ
れ

た
い

。

3
2

中
井

委
員

1
3

モ
デ

ル
の

高
精

度
化

の
た

め
に

は
ど

の
よ

う
な

計
測

が
必

要
な

の
か

、
何

が
必

要
な

の
か

、
事

前
の

検
討

状
況

を
説

明
さ

れ
た

い
。

3
3

大
谷

委
員

長
―

限
ら

れ
た

範
囲

内
に

あ
る

観
測

井
の

挙
動

の
違

い
を

説
明

す
べ

き
で

あ
る

た
め

、
全

観
測

井
の

ス
ク

リ
ー

ン
深

度
と

想
定

さ
れ

る
帯

水
層

構
造

を
断

面
図

等
で

示
さ

れ
た

い
。

ま
た

、
す

べ
て

の
観

測
井

の
水

位
デ

ー
タ

も
示

さ
れ

た
い

。
提

出
済

み

3
4

大
谷

委
員

長
―

観
測

井
1
,
 
4
,
 
8
で

は
地

下
水

面
よ

り
下

に
粘

土
層

が
あ

り
、

か
つ

平
面

図
上

で
は

切
羽

に
近

い
の

で
、

さ
ら

な
る

水
位

低
下

が
生

じ
れ

ば
地

盤
沈

下
が

進
行

す
る

恐
れ

が
あ

る
と

い
う

理
解

で
よ

い
か

見
解

を
示

さ
れ

た
い

。

今
後

の
地

表
面

低
下

量
の

予
測

に
つ

い
て

は
、

令
和

７
年

度
岐

阜
県

環
境

影
響

評
価

審
査

会
地

盤
委

員
会

（
第

１
回

）
の

説
明

資
料

２
（

p
.
2
4
）

に
記

載
の

通
り

で
あ

る
。

こ
の

予
測

は
観

測
井

８
の

位
置

で
地

下
水

面
が

粘
土

層
よ

り
も

低
下

し
た

状
態

を
想

定
し

試
算

を
行

っ
た

。
観

測
井

８
は

浅
層

の
地

下
水

位
を

、
観

測
井

８
に

隣
接

す
る

観
測

井
１

は
深

層
の

地
下

水
位

を
そ

れ
ぞ

れ
計

測
し

て
い

る
が

、
2
0
2
5
年

4
月

頃
に

水
位

が
大

き
く

低
下

し
た

実
績

が
あ

り
（

G
L
-
4
0
m
程

度
）

、
今

後
も

水
位

変
動

に
よ

っ
て

深
部

の
粘

土
層

へ
の

影
響

は
生

じ
得

る
と

考
え

ら
れ

る
。

一
方

、
観

測
井

４
は

難
透

水
性

の
粘

土
層

内
の

地
下

水
位

を
計

測
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

、
変

動
は

少
な

い
。

ま
た

、
観

測
井

８
の

浅
層

地
下

水
は

降
雨

等
に

よ
る

影
響

を
受

け
比

較
的

高
い

水
位

（
G
L
-
1
1
m
以

浅
）

を
維

持
し

な
が

ら
変

動
す

る
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
の

た
め

、
浅

部
の

粘
土

層
へ

の
若

干
の

影
響

は
想

定
さ

れ
る

も
の

の
、

地
下

水
面

が
粘

土
層

よ
り

完
全

に
低

下
す

る
可

能
性

は
低

い
と

考
え

る
。

3
5

大
谷

委
員

長
―

こ
れ

ま
で

に
掘

削
し

た
ボ

ー
リ

ン
グ

孔
が

断
層

破
砕

帯
を

捉
え

て
い

る
場

合
に

は
、

ガ
ウ

ジ
帯

の
有

無
と

そ
の

厚
さ

を
示

さ
れ

た
い

。

観
測

井
９

で
実

施
し

た
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

は
破

砕
帯

を
と

ら
え

て
お

り
、

G
L
-
1
3
8
.
8
6
～

1
3
9
.
2
0
m

（
T
.
P
3
8
2
.
8
8
～

3
8
2
.
5
4
m
）

の
0
.
3
4
m
の

区
間

で
は

断
層

運
動

に
伴

い
花

崗
岩

が
細

粒
化

さ
れ

で
き

た
と

考
え

ら
れ

る
軟

質
な

粘
土

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

粘
土

中
に

は
数

m
m
径

の
石

英
粒

も
確

認
さ

れ
て

い
る

。

1
2

浸
透

流
解

析
モ

デ
ル

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

の
検

討
で

あ
る

程
度

の
精

度
は

確
保

で
き

て
お

り
、

大
き

な
課

題
は

な
い

と
考

え
て

い
る

が
、

今
回

の
水

平
ボ

ー
リ

ン
グ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

断
層

や
高

透
水

帯
の

位
置

や
幅

、
透

水
性

及
び

濃
飛

流
紋

岩
部

の
透

水
性

等
を

必
要

に
応

じ
て

修
正

を
行

い
、

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

精
度

を
高

め
る

。

5

5


